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年（明治 38 年）7 月に描かれた第３組の池仲間の





ている水管は 1882 年（明治 15 年）に全部掘り返し






る飲料水の供給は、1882 年から 1960 年代まで 78
年間行われたことが分かる。20 年に一度、「池なお
し」が行われたのであれば、1882 年（明治 15 年）
の「池なおし」の 20 年前である 1862 年(文久 2 年)
頃には、竹の配水管を利用していたと考えられる。
よって、在所では、この竹の配水管による飲料水の
供給は、約 100 年間継続していたと推測できる。 






































































































































































朽木 FS 研究員  今北哲也 
 





















穫ピークをずらしていたので後半の収穫は 9 月 10

















































■第 31 回 定例研究会 
１．日時：平成 23年 1月 28日（金）16:00～19:00 
２．場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
３．発表者：近藤紀章（滋賀県立大学 地域づくり教育研 
 
究センタ  ー特任研究員） 
４．発表内容: 「いくつもの湖北をめざして -湖北地域にお   
ける移住・交流のとりくみ-」 
＊参加希望者は、京都大学東南アジア研究所実践型地域研究推進室（担   
当：鈴木 rsuzuki@cseas.kyoto-u.ac.jp）までご連絡ください。  
 
表 2 文化資料館の利用目的 
項目 
優先度 
I II III 
文化資料館 14 18 16 
教育 7 5 8 
村の公共活動 4 4 4 
行事 3 5 3 
開発発展 1 3 4 
その他 7 0 0 












































ついて、2011 年 1 月 8 日、タチャンパ村文化資料
館でワークショップが開催されました。 






た（表１）。当日、農学部からは 6 名の先生と 5 名
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